
－ 1－

　
　

霊
・
魂
と
身
体
を
め
ぐ
る
中
世
的
表
現

森　
　
　

正　

人

　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

中
世
に
入
る
と
、
人
間
の
肉
体
と
魂
の
関
係
、
あ
る
い
は

神
霊
や
異
類
（
鬼
、天
狗
な
ど
）
と
人
間
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

日
本
人
の
考
え
方
に
は
変
化
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
顕
著
で
は

な
い
が
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
ゆ
る
や
か
に
推

移
し
て
い
く
様
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
こ
に
そ
の
変
化
の
相
を

把
捉
し
、
霊
的
存
在
と
人
間
の
肉
体
と
を
め
ぐ
る
中
世
的
表

現
の
特
徴
を
記
述
す
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
源
平
盛

衰
記
に
お
け
る
安
元
の
大
火
の
原
因
に
関
す
る
叙
述
の
読
解

を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

二　
「
つ
く
」
と
「
い
る
」

　

古
代
の
人
々
は
、
霊
的
存
在
が
憑
依
す
る
こ
と
を
一
般
に

「
つ
く
」
あ
る
い
は
「
よ
る
」
と
捉
え
表
現
し
て
い
た
。
万
葉

集
巻
第
二
に
は
大
伴
宿
弥
安
麻
呂
の
次
の
よ
う
な
歌
が
載
る
。

玉
葛
実
成
ら
ぬ
木
に
は
ち
は
や
ぶ
る
神
そ
著つ

く
と
い
ふ

成
ら
ぬ
木
ご
と
に

　

ま
た
、日
本
霊
異
記
上
巻
「
雷
の
憙
む
が
し
びを
得
て
子
を
生
ま
し
め
、

強
き
力
在
る
縁
第
三
」
は
、
落
ち
た
雷
の
空
に
昇
る
の
を
助

け
て
や
っ
た
農
夫
が
、
強
力
の
子
を
授
か
っ
た
と
い
う
説
話

で
あ
る
。
雷
は
言
う
、「
寄
於
汝
令
胎
子
而
報
」
と
。
注
釈
の

多
く
は
狩
谷
棭
斎
の『
校
本
日
本
霊
異
記
』の
訓
に
従
っ
て「
汝

に
寄
せ
て
」
と
読
む
が
、
適
切
で
は
な
い
。
新
日
本
古
典
文

学
大
系
の
よ
う
に
「
汝
に
寄
り
て
子
を
胎
ま
し
め
て
報
い
む
」

と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
雷
神
が
農
夫
に「
よ（
寄
・
拠
・
依
・

憑
）」
り
、
農
夫
の
身
体
を
通
じ
て
そ
の
妻
に
子
を
孕
ま
せ
た

と
い
う
関
係
で
あ
る
。
玉た
ま
よ
り依
毘び

め売（
古
事
記
上
巻
）、玉
依
姫（
日

本
書
紀
巻
第
二
）、玉た
ま
よ
り依
日ひ

め賣（
山
城
国
風
土
記
逸
文
）の
名
も
、

神
霊
の
憑
依
す
る
尊
い
女
の
意
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
憑
依
を
意
味
す
る
「
よ
る
」
は
平
安
時
代
に
入

る
と
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
が
、
今
昔
物
語
集
巻

第
三
十
一
第
七
に
見
え
る
。
右
少
弁
藤
原
師
家
が
、
関
係
の
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絶
え
た
女
と
久
し
ぶ
り
に
対
面
し
た
も
の
の
、
そ
の
場
で
突

如
死
な
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
い
く
ば

く
も
な
く
師
家
は
病
死
し
、
理
由
を
女
の
死
霊
が
憑
依
し
た

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
「
寄
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

然
テ
、
其
レ
ヨ
リ
返
テ
、
弁
幾い
く
ば
くモ
無
ク
テ
病
付
テ
、

日ひ
ご
ろ来
ヲ
経
テ
遂
ニ
失
ケ
リ
。
其
ノ
女
、寄
タ
ル
ニ
ヤ
ト
ゾ
。

　

栄
花
物
語
に
も
、〈
も
の
の
け
〉
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
後
冷

泉
天
皇
が
や
や
回
復
し
て
、
周
り
が
安
堵
す
る
場
面
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。

か
や
う
の
御
有
様
は
、
い
か
で
か
は
よ
り
つ
き
参
ら
せ

ん
と
思
へ
ど　
　
　
　
　

 （
巻
第
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」）

　

た
だ
し
、
平
安
時
代
中
期
以
降
に
な
る
と
、
神
霊
の
人
間

へ
の
憑
依
を
表
現
す
る
「
よ
る
」
は
劣
勢
と
な
り
、
右
の
栄

華
物
語
に
も
用
い
る
「
つ
く
（
付
・
附
・
着
・
著
・
託
・
詫
）」

が
一
般
に
用
い
ら
れ
る（

1
）

。「
よ
る
」
の
語
は
、〈
も
の
の
け
〉

調
伏
に
与
る
霊
媒
を
「
寄
女
」（「
よ
り
め
」
と
読
む
べ
き
か
）、

「
よ
り
ま
し
」（
平
家
物
語
巻
第
三
「
御
産
」）
と
称
す
る
な
ど
、

命
脈
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、平
安
時
代
中
期
以
降
は
「
つ
く
」

に
圧
倒
さ
れ
て
い
く
。

　

一
方
、「
い
き
ず
た
ま
（
生
霊
）」
に
関
し
て
は
、
平
安
時

代
中
期
か
ら
「
た
ま
（
霊
・
魂
）」
が
「
い
（
入
）」
る
現
象

と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　

落
窪
物
語
第
二
、
女
君
を
迫
害
し
た
継
母
が
男
君
に
よ
る

報
復
を
受
け
て
口
惜
し
が
る
と
こ
ろ
を
次
の
よ
う
に
表
現
す

る
。

い
か
で
生
き
ず
た
ま
に
も
入
り
に
し
が
な
と
、
手
が
ら

み
を
し
入
り
給
ふ
。

「
生
き
ず
た
ま
に
入
る
」と
は
、生
霊
と
し
て（
生
霊
と
な
っ
て
）

取
り
付
き
相
手
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
を
言
う
と
解
さ
れ
る
。

今
昔
物
語
集
巻
第
二
十
七
第
十
九
に
も
、

近
江
ノ
国
ニ
御
ス
ル
女
房
ノ
、
生い
き
ず
た
ま霊
ニ
入
給
ヒ
タ
ル
ト

テ
、
此
ノ
殿
ノ
、
日
来
不れ
い
な
ら例
ズ
煩
ヒ
給
ツ
ル
ガ
、
此
ノ

暁
方
ニ
、「
其
ノ
生
霊
現
タ
ル
気
色
有
」
ナ
ド
云
ツ
ル
程

ニ
、
俄
ニ
失
給
ヌ
ル
也
。

と
表
現
す
る
。
特
に
生
き
ず
た
ま
に
つ
い
て
「
入
る
」
と
表

現
す
る
理
由
は
、「
た
ま
」
が
人
の
身
体
を
出
で
入
る
存
在
と

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、

伊
勢
物
語
第
一
一
〇
段
に
、

思
ひ
あ
ま
り
出
で
に
し
魂
の
あ
る
な
ら
ん
夜
深
く
見
え

ば
魂
む
す
び
せ
よ
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な
ど
と
詠
ま
れ
、
う
つ
ほ
物
語
「
俊
蔭
」
巻
、
母
を
養
う
た

め
に
山
に
入
っ
た
童
が
熊
に
命
乞
い
を
す
る
言
葉
に
「
口
な

く
て
は
、
い
づ
こ
よ
り
か
魂た
ま

通
は
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
窺

わ
れ
る
。

　
　
　

三　
「
よ
る
」
か
ら
「
い
る
」
へ

　

人
間
に
お
け
る
肉
体
と
魂
の
関
係
を
「
寄
る
魂
」
か
ら
「
出

で
入
る
魂
」
へ
と
変
化
す
る
様
と
し
て
具
体
的
に
示
す
の
は
、

死
者
が
本
来
の
で
は
な
く
別
人
の
肉
体
を
得
て
蘇
る
説
話
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
日
本
霊
異
記
中
巻
第
二
十
五
縁
に
載
る
二
人

の
衣
女
の
説
話
を
通
し
て
説
明
す
る
。
讃
岐
国
山
田
郡
の
布

敷
臣
衣
女
が
死
に
臨
み
閻
羅
王
に
召
さ
れ
よ
う
と
す
る
も
、

閻
羅
王
の
使
者
は
代
わ
り
に
同
じ
国
の
鵜
垂
郡
の
衣
女
を
連

れ
て
行
く
。
別
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
鵜
垂

郡
の
衣
女
は
娑
婆
に
帰
さ
れ
る
が
、
遺
骸
は
す
で
に
火
葬
に

付
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
閻
羅
王
の
命
に
よ
り
、
鵜
垂
郡

の
衣
女
は
山
田
郡
の
衣
女
の
身
体
を
得
て
よ
み
が
え
っ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
日
本
霊
異
記
は
、
二
人
の
衣
女
の
身
体

と
蘇
生
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。﹇　
　

﹈
に
読
み

下
し
文
を
添
え
る
。

彼
鵜
垂
郡
衣
女
者
、
帰
家
、
経
三
日
頃
、
焼
失
鵜
垂
郡

衣
女
之
身
矣
。
更
還
愁
於
閻
羅
王
白
、
失
体
無
依
、
時

王
問
言
、
有
山
田
郡
衣
女
之
体
耶
、
答
言
有
之
、
王
言
、

得
其
為
汝
之
身
、
因
為
鵜
垂
郡
衣
女
之
身
而

、
即
言
、

此
非
我
家
、
々
々
有
鵜
垂
郡
。﹇
彼
の
鵜
垂
郡
の
衣
女
は
、

家
に
帰
る
。
三
日
の
頃
を
経
て
鵜
垂
郡
の
衣
女
の
身
を

焼
き
失
ふ
。
ま
た
還
り
て
閻
羅
王
に
愁
へ
て
白ま
う

さ
く
、「
体

を
失
ひ
て
依
る
と
こ
ろ
無
し
」
と
ま
う
す
。
時
に
王
問

ひ
て
言の
た
ま
は
く
「
山
田
郡
の
衣
女
の
体
有
り
や
」
と
の
た

ま
ふ
。
答
へ
て
言ま
う

さ
く
、「
有
り
」と
ま
う
す
。
王
言
は
く
、

「
其
れ
を
得
て
汝
の
身
と
せ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。
因よ

り
て

鵜
垂
郡
の
衣
女
の
身
と
為な

り
てよ
み
が
へる
。
即
ち
言
は
く
、「
此

れ
我
が
家
に
非
ず
。
我
が
家
は
鵜
垂
郡
に
有
り
」
と
い

ふ
。﹈

日
本
霊
異
記
は
、
冥
府
に
あ
る
鵜
垂
郡
の
衣
女
と
、
現
世
に

遺
っ
た
身
体
と
の
関
係
を
「
依
」（
よ
る
）
と
記
述
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
日
本
霊
異
記
に
、「
よ
る
」
も
の
が
魂
で
あ
る
と
か

霊
で
あ
る
と
か
説
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
新
日
本

古
典
文
学
大
系
は
、
脚
注
に
「
死
に
際
し
て
魂
が
肉
体
か
ら
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分
離
し
て
輪
廻
し
生
死
す
る
主
体
と
な
る
、
と
い
う
考
え
方

と
は
異
な
る
」
と
説
く
。

　

一
方
、
日
本
霊
異
記
を
引
用
す
る
今
昔
物
語
集
巻
第
二
十

第
十
八
は
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

「（
略
）
彼
ノ
鵜
足
ノ
郡
ノ
女
ヲ
バ
可か
へ
す
べ返
シ
」
ト
。
然
バ
、

三
日
ヲ
経
テ
、鵜
足
ノ
女
ノ
身
ヲ
焼や
き
う
し
な失ヒ
ツ
。
然
バ
、女
、

女
ノ
魂
、
身
無な
く

シ
テ
返
入
ル
事
不あ
た
は
ず能
シ
テ
、
返
テ
閻
魔

王
ニ
申
サ
ク
、「
我
被か
へ
さ
れ返
タ
リ
ト
云い
ふ

ト
モ
、
体む
く
ろ
失
テ
寄よ
り
つ
く付

所
無
シ
」
ト
。
其
時
ニ
王
、
使
ニ
問
テ
宣
ク
、「
彼
山
田

ノ
郡
ノ
女
ノ
体
ハ
未
ダ
有
リ
ヤ
」
ト
。
使
答
テ
云
ク
、「
未

ダ
有
リ
」。
王
ノ
宣
ハ
ク
、「
然
ラ
バ
、
其
ノ
山
田
ノ
郡

女
ノ
身
ヲ
得
テ
、
汝
ガ
身
ト
可な
す
べ為
シ
」
ト
。
此
ニ
依
テ
、

鵜
足
郡
ノ
女
ノ
魂
、
山
田
ノ
郡
ノ
女
ノ
身
ニ
入
ヌ
。
活
よ
み
が
へ
り

テ
云
ク
、「
此
我
ガ
家
ニ
非
ズ
。
我
ガ
家
ハ
鵜
足
ノ
郡
ニ

有
リ
」
ト
。

鵜
足
郡
の
衣
女
は
、
焼
き
失
わ
れ
て
自
ら
が
「
寄
り
付
く
」

べ
き
身
体
を
失
っ
た
と
訴
え
、閻
魔
王
の
計
ら
い
で
そ
の
「
魂
」

は
山
田
郡
の
女
の「
身
に
入
っ
た
」と
言
い
表
す
。
こ
こ
に
は
、

身
体
と
魂
の
関
係
を
「
よ
る
」
と
捉
え
る
古
い
観
念
を
一
部

に
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
魂
が
身
体
を
出
で
入
る
と
す
る
観
念
も

認
め
ら
れ
、
新
旧
の
過
渡
的
な
相
を
示
し
て
い
る
。

　

つ
い
で
、宝
物
集
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
第
六
、「
第

八
に
、
観
念
を
こ
ら
し
て
仏
道
を
成
ず
べ
し
と
申
は
」
と
説

く
な
か
に
引
証
さ
れ
る
、
入
り
替
わ
っ
た
二
人
の
女
の
説
話

は
、
日
本
霊
異
記
に
直
接
依
拠
し
た
と
は
見
な
さ
れ
な
い
が
、

そ
の
よ
み
が
え
り
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

も
と
の
召
人
の
依
女
を
帰
し
つ
か
は
す
に
、
も
の
さ
は

が
し
く
葬
送
を
疾と

く
し
た
り
け
れ
ば
、
犬
烏
く
ひ
散
し

て
、
跡
か
た
も
な
く
な
り
け
れ
ば
、
今
の
召
人
の
依
女

が
骸む
く
ろに
も
と
の
召
人
の
依
女
が
魂
を
入
れ
て
げ
り
。

　

日
本
霊
異
記
中
巻
第
二
十
五
縁
に
は
、
先
に
注
意
し
て
お

い
た
通
り
「
魂
」
と
い
う
言
葉
も
「
入
る
」
と
い
う
言
葉
も

用
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、日
本
霊
異
記
に
は
蘇
生
譚
、

転
生
譚
が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
も
魂
が
身
体
を

「
出
づ
」
あ
る
い
は
「
入
る
」
と
い
う
表
現
は
一
例
も
見
当
た

ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
日
本
古
来
の
霊
魂
観
、
心
身
観（

2
）

と

か
か
わ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
日
本
霊
異
記
が
、
人
間
を

肉
体
と
霊
魂
と
に
二
分
す
る
の
で
な
く
一
体
的
に
捉
え
る
考

え
方
に
た
っ
て
こ
の
で
き
ご
と
を
記
述
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
今
昔
物
語
集
と
宝
物
集
は
肉
体
を
霊
魂
の
器
と
し
て
捉
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え
て
い
る
た
め
に
、「
魂
」「
入
る
」
と
い
う
表
現
が
選
択
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

霊
魂
と
肉
体
の
関
係
に
関
す
る
宝
物
集
の
よ
う
な
捉
え
方

は
、
中
世
に
入
る
と
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
る
。
人
間
に
そ
の

人
の
本
来
性
を
失
っ
た
異
常
な
言
動
が
見
ら
れ
る
時
、
そ
の

状
態
を
「
も
の
に
く
る
ふ
」「
も
の
つ
く
」
と
い
う
言
葉
で
言

い
表
す
こ
と
が
あ
る
。

男
引
カ
ヘ
テ
「
糸
物
狂
ハ
シ
キ
態わ
ざ

哉
。
定
メ
テ
物
託つ
か

セ

給
ヒ
ニ
ケ
リ
」
ト
云
テ（

今
昔
物
語
集
巻
第
二
十
六
第
十
二
）

　

ま
た
、
人
が
尋
常
で
な
い
振
る
舞
い
を
し
た
時
、
異
常
な

事
態
が
出
来
し
た
時
に
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
は
こ
れ
を
「
天

狗
の
所
為
」「
天
魔
の
所
為
」
と
評
し
、「
天
狗
（
天
魔
）
が

い
り
か
は
る（

3
）

」
と
も
表
現
す
る
。「
い
り
か
は
る
」
と
は
、
霊

物
が
人
間
の
中
に
入
り
込
み
、
そ
の
人
本
来
に
取
っ
て
代
わ

る
と
い
う
理
解
で
あ
ろ
う
。

若
き
公
卿
、
殿
上
人
「
風
情
な
し
。
朝
泰
に
は
天
狗
つ

い
た
り
」
と
ぞ
わ
ら
は
れ
け
る
。

　
　
（
平
家
物
語
巻
第
八
「
鼓
判
官
」）

か
ゝ
る
所
に
信
頼
、
信
西
二
人
が
中
に
い
か
な
る
天
魔

か
入い
り
か
は
り替け
ん
、
不
快
に
聞
こ
え
け
る
。

 （
金
刀
比
羅
本
平
治
物
語　

上
）

　
　
　

四　

安
元
の
大
火
の
因

　

こ
こ
で
、右
の
こ
と
を
手
が
か
り
に
、平
家
物
語
巻
第
一
「
内

裏
炎
上
」
に
語
ら
れ
た
安
元
の
大
火
の
叙
述
を
取
り
上
げ
て

読
み
解
き
を
試
み
る
。

　

そ
れ
は
、
樋
口
富
小
路
か
ら
出
火
し
て
、
京
を
広
範
に
焼

き
尽
く
し
て
内
裏
ま
で
も
が
焼
失
し
た
事
件
で
、
次
の
よ
う

に
比
叡
の
神
輿
に
矢
を
射
立
て
た
こ
と
に
対
す
る
山
王
の
咎

め
と
説
明
さ
れ
る
。

是
た
ゞ
こ
と
に
あ
ら
ず
、
山
王
の
御
と
が
め
と
て
、
比

叡
山
よ
り
大
な
る
猿
ど
も
が
二
三
千
お
り
く
だ
り
、
手

〻
に
松
火
を
と
も
ひ
て
京
中
を
焼
く
と
ぞ
、
人
の
夢
に

は
見
え
た
り
け
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
家
物
語
の
諸
本
の
う
ち
源
平
盛
衰
記
の
み
が
、

右
の
よ
う
な
説
明
の
前
に
、
比
叡
山
の
神
輿
に
矢
を
射
立
て

て
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
成
田
兵
衛
為
成
の
送
別
の
酒
宴
に
集

っ
た
者
達
が
物
狂
わ
し
い
心
地
に
と
ら
わ
れ
、「
こ
れ
を
肴
に
」

と
言
っ
て
髻
を
切
る
者
、耳
を
切
る
者
、腹
を
切
る
者
と
続
き
、
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つ
い
に
主
が
家
に
火
を
か
け
そ
れ
に
飛
び
入
っ
て
死
に
、
こ

の
火
が
広
が
っ
て
内
裏
ま
で
焼
失
し
た
と
い
う
経
緯
を
置
い

て
い
る
。

遺ナ
ゴ
リ

惜シ

マ
ン
ト
テ
、
同
僚
共
ガ
樋
口
富
少
路
ナ
ル
所
ニ
寄

合
テ
酒
盛
シ
ケ
リ
。
酒
ハ
飲メ

バ
酔フ

習ヒ

ナ
レ
共
各
物
狂ハ

シ

キ
心
地
出
来
テ
成
田
ガ
前
ニ
盃
ノ
有
ケ
ル
時
、
或
者ノ

ガ

申
ケ
ル
ハ
、「
兵
衛
殿
田
舎
ヘ
御
下
向
ニ
御
肴
ニ
進
ベ
キ

物
ナ
シ
。
便
冝
能
是
コ
ソ
候
ヘ
」
ト
テ
、
モ
ト
ヾ
リ
切

テ
抛ゲ

出
タ
リ
。
又
或
者
ガ
「
穴
面
白
ヤ
、
ア
レ
ニ
劣
ベ

キ
カ
」
ト
テ
耳
ヲ
切
テ
抛
出
ス
。
或
仁
、「
思
中
ニ
ハ
大

事
ノ
財
惜
カ
ラ
ズ
。
大
事
財
ニ
ハ
命
ニ
過
タ
ル
者
有
マ

ジ
。
是
ヲ
肴
ニ
」
ト
テ
腹
ヲ
掻
切
テ
臥
ヌ
。
成
田
兵
衛

ガ
「
穴
ユ
ヽ
シ
ノ
肴
共
ヤ
。
帰
上
テ
又
酒
飲
事
モ
難
有
。

為
成
モ
肴
出
サ
ン
」
ト
テ
自
害
シ
テ
臥
。
家
主
ノ
男
思

ケ
ル
ハ
、
此
者
共
カ
ヽ
ラ
ン
ニ
ハ
、
我
身
残
タ
リ
共
六

波
羅
ヘ
被
召
出
安
穏
ナ
ル
マ
ジ
ト
テ
、
家
ニ
火
サ
シ
テ

炎ホ
ノ
フノ
中
ニ
飛
入
テ
焼
ニ
ケ
リ
。
折
節
巽タ
ツ
ミノ
風
ハ
ゲ
シ
ク

吹
テ
乾イ
ヌ
イヲ
指
テ
燃ヘ

ヒ
ロ
ゴ
ル
。　
（
古
活
字
本　

第
第
四
）

山
下
宏
明
は
、
右
の
独
自
記
事
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る（

4
）

。

大
火
を
山
王
の
咎
と
し
て
京
の
人
々
の
目
を
通
し
て
受

け
と
め
る
の
で
は
な
く
、
山
門
と
の
対
立
と
い
う
政
治

状
況
に
巻
き
こ
ま
れ
、「
物
狂
し
き
」
心
地
へ
と
追
い
つ

め
ら
れ
た
為
成
個
人
の
内
面
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
。

「
物
狂
シ
キ
心
地
」
に
対
す
る
こ
う
し
た
解
釈
は
、
ま
た
「
内

面
化
さ
れ
た
個
人
的
意
識（

5
）

」
と
言
い
換
え
ら
れ
、
次
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、『
盛
衰
記
』
の
編
者
は
、『
平
家
物
語
』
に
依

り
な
が
ら
、
し
か
も
、『
平
家
物
語
』
を
支
え
る
集
団
の

想
像
力
に
は
と
け
こ
ん
で
し
ま
え
な
い
、
屈
折
し
た
個

人
の
内
面
を
描
か
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
「
個
人
の
内
面
」
は
、
源
平
盛
衰
記

の
編
者
自
身
の
「
自
己
存
在
意
識
の
芽
生
え
」
の
表
れ
で
あ

る
と
説
き
進
め
る
。

　

し
か
し
、
為
成
ら
の
行
動
を
理
解
す
る
の
に
近
代
的
人
間

観
の
よ
う
な
も
の
を
持
ち
込
む
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
源
平

盛
衰
記
編
者
の
意
識
に
置
き
換
え
て
ゆ
く
扱
い
は
正
し
い
だ

ろ
う
か
。

　

源
平
盛
衰
記
の
本
文
を
正
確
に
た
ど
れ
ば
、
そ
も
そ
も
こ

う
し
た
狂
騒
は
為
成
か
ら
発
し
た
も
の
で
は
な
く
、
発
端
は

名
残
を
惜
し
む
「
或
者
」
の
髻
を
切
っ
て
こ
れ
を
肴
に
と
い



－ 7－

う
行
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
の
者
一
己
に
と
ど

ま
る
も
の
で
は
な
く
、「
各
物
狂
シ
キ
心
地
出
来
テ
」
と
、
す

な
わ
ち
宴
席
に
集
っ
て
い
た
各
々
、
為
成
を
含
む
皆
が
異
様

な
思
い
に
と
ら
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
源
平
盛
衰

記
は
「
酒
ハ
飲
バ
酔
習
ナ
レ
共
」
と
こ
と
さ
ら
補
足
的
に
記

述
す
る
。「
共
」
と
い
う
逆
接
は
、
彼
ら
の
行
為
が
通
常
の
酔

狂
の
域
を
超
え
て
い
た
と
い
う
評
価
で
あ
り
、「
物
狂
シ
」
と

は
、「
物
に
狂
ふ
」
つ
ま
り
語
の
本
来
的
な
意
味
で
人
が
正
体

不
明
の
霊
的
存
在
に
憑
か
れ
て
正
常
で
な
い
状
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
し
か
も
集
団
的
な
憑
依
に
陥
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
こ
う
し
た
狂
態
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
後
で
、
家
主
が
我
に
返
っ
て
「
我
身
残
タ

リ
共
六
波
羅
ヘ
被
召
出
安
穏
ナ
ル
マ
ジ
」
と
思
い
め
ぐ
ら
す

も
の
の
、
我
が
家
に
火
を
か
け
て
し
ま
う
の
は
、
一
見
冷
静

な
判
断
に
見
え
て
、
依
然
と
し
て
家
主
が
「
物
狂
シ
キ
心
地
」

に
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ど
う
あ
っ
て
も
大

事
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
源
平
盛
衰
記
は
語
っ
て
い
る
。

　

源
平
盛
衰
記
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
ま
た
盲
人
の
占
い
の

記
事（

6
）

を
加
え
る
。

大
炊
御
門
堀
川
ニ
盲
ノ
占ヒ

ス
ル
入
道
ア
リ
。（
中
略
）

「
占ヒ

ハ
推ス
イ

条
口コ
ウ

占セ
ン

ト
テ
、
火
口
ト
イ
ヘ
バ
燃ヘ

広ロ

ガ
ラ
ン
。

富
少
路
ト
イ
ヘ
バ
、
鳶
ハ
天
狗
ノ
乗リ

物ノ

也
。
少
路
ハ
歩ム

道
也
。
天
狗
ハ
愛
宕
山
ニ
住メ

バ
、
天
狗
ノ
シ
ハ
ザ
ニ
テ
、

巽
ノ
樋
口
ヨ
リ
乾
ノ
愛
宕
ヲ
指
テ
、
筋
違カ
ヘ

サ
マ
ニ
焼
ヌ

ト
覚
ユ
」
ト
テ

火
は
こ
の
占
い
の
通
り
に
燃
え
広
が
っ
た
。
占
い
の
的
中
は
、

「
天
狗
ノ
シ
ハ
ザ
」
と
い
う
判
断
の
正
し
さ
を
裏
付
け
る
。
と

す
れ
ば
、
成
田
為
成
の
送
別
の
宴
に
集
っ
た
者
た
ち
の
「
物

狂
キ
心
地
」
の
原
因
も
ま
た
天
狗
の
し
わ
ざ
で
あ
り
、
彼
ら

に
天
狗
が
憑
い
た
、
あ
る
い
は
天
狗
が
彼
ら
の
心
に
入
り
替

わ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

が
源
平
盛
衰
記
作
者
の
捉
え
方
で
あ
っ
て
、
送
別
の
宴
の
狂

騒
の
記
事
に
続
く
盲
人
の
占
い
と
の
呼
応
は
説
明
過
多
と
は

見
え
る
（
そ
れ
が
源
平
盛
衰
記
の
特
徴
に
ほ
か
な
ら
な
い
）

も
の
の
、
明
瞭
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
が
中
世
の
人
々
の
理
解
で
あ
る
。
事
件
を

引
き
起
こ
す
の
は
人
間
に
は
違
い
な
い
が
、
背
後
か
ら
人
間

を
そ
の
よ
う
に
思
わ
せ
、
言
わ
せ
、
ふ
る
ま
わ
せ
る
目
に
見

え
な
い
も
の
の
力
が
働
く
、
そ
れ
が
中
世
人
の
人
間
観
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
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【
注
】

（
１
）
こ
れ
ら
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
森
正
人
「〈
も
の
の
け
〉

の
憑
依
を
め
ぐ
る
心
象
と
表
現
」（『
説
話
文
学
研
究
』
第

五
一
号　

二
〇
一
六
年
八
月
）
参
照
。

（
２
）
出
雲
路
修
『
説
話
集
の
世
界
』（
岩
波
書
店　

一
九
八
八

年
）「
三
「
よ
み
が
へ
り
」
考
」。
森
正
人
「
古
代
日
本
に

お
け
る
死
と
冥
界
の
表
象
」（
高
橋
隆
雄
・
田
口
宏
昭
編
『
よ

き
死
の
作
法
』九
州
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
三
年
）も
参
照
。

な
お
、
日
本
霊
異
記
下
巻
第
二
十
七
縁
に
登
場
す
る
死
者

の「
霊
」は
人
の
手
を「
操と

り
控ひ

き
」「
食
ひ
」「
裏つ
つ

み
」「
授
く
」

な
ど
の
動
作
が
で
き
る
か
ら
、
人
の
姿
で
現
れ
た
と
見
な

さ
れ
る
。
上
巻
第
十
二
縁
の
死
者
も
人
の
姿
で
出
現
す
る
。

（
３
）
な
お
、「
天
狗
」
と
「
天
魔
」
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
真

一
「
後
白
河
院
と
「
日
本
第
一
大
天
狗
」（『
明
月
記
研
究
』

第
四
号　

一
九
九
九
年
一
一
月
）、
同
「
憑
依
す
る
悪
霊
―

軍
記
物
語
の
天
狗
と
怨
霊
に
関
す
る
試
論
―
」（『
青
山
語

文
』
第
三
一
号　

二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
詳
細
な
検
討
が

あ
る
。

（
４
）
山
下
宏
明
『
平
家
物
語
の
生
成
』（
明
治
書
院　

一
九
八
四
年
）
四
「
11
『
平
家
物
語
』
の
成
立
か
ら
覚
一

本
へ
」。

（
５
）『
平
家
物
語
の
生
成
』
七
「
２
『
源
平
盛
衰
記
』
と
『
平

家
物
語
』」。
な
お
、
同
じ
趣
の
こ
と
が
、
新
日
本
古
典
文

学
大
系
『
平
家
物
語
上
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
一
年
）「『
平

家
物
語
』
の
成
り
立
ち
」
に
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

そ
こ
で
は
「
出
火
の
原
因
を
為
成
個
人
、
か
れ
に
同
情
す

る
同
僚
た
ち
の
〈
物
狂
は
し
き
心
〉、
内
面
に
求
め
る
」
と

筆
致
を
少
々
変
え
て
い
る
。

（
６
）
な
お
、
こ
の
記
事
は
源
平
盛
衰
記
古
活
字
本
で
は
一

字
下
げ
と
し
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
処
理
さ

れ
た
本
文
に
つ
い
て
は
、
日
比
野
和
子
「
源
平
盛
衰
記
に

関
す
る
一
考
察
―
別
記
文
に
つ
い
て
―
」（『
名
古
屋
大
学

軍
記
物
語
研
究
会
会
報
』
第
二
号　

一
九
七
四
年
二
月
、

『
日
本
文
学
研
究
大
成　

平
家
物
語
Ⅰ
』（
国
書
刊
行
会　

一
九
九
〇
年
）
に
収
録
）
が
、「
別
記
文
」
と
称
し
て
検
討
し
、

お
お
む
ね
源
平
盛
衰
記
成
立
時
の
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。

【
付
記
】

　

本
論
文
は
、
中
世
文
学
会
平
成
二
十
八
年
度
春
季
大
会

（
二
〇
一
六
年
五
月
二
八
―
二
九
日　

大
妻
女
子
大
学
）
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
の
生
ま
れ
る
〈
と
こ
ろ
〉」
に
お
い
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て
発
表
し
た
一
部
で
、「
説
話
が
機
能
を
こ
え
る
と
こ
ろ
」

（『
中
世
文
学
』
第
六
二
号　

二
〇
一
七
年
六
月
）
に
続
く

も
の
で
あ
る
。


